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第7章 重点事業の概要 

7.1 自転車走行空間のさらなる延伸 

(1) 安全に通行できる自転車走行空間の整備にあたって 

より一層安全で快適な自転車利用環境の整備を推進していくため，「安全で快適な自転車利

用環境創出ガイドライン」（国土交通省・警察庁）及びこれを踏まえた「栃木県版自転車利用

環境創出ガイドライン」（栃木県，栃木県警察本部，宇都宮国道事務所）の考え方，本市の今

後の施策事業の観点を踏まえて「自転車ネットワークの選定基準」を見直し，新たな自転車

ネットワーク路線及び整備手法を設定しました。 

 

(2) 整備の考え方 

既存の自転車ネットワーク路線の見直しを図った上で，その中から後期計画５年間の整備

路線（優先整備路線）を設定します。整備手法については，視認性が確保できる低コストな

「矢羽根」などを積極的に活用し連続性を図るとともに，さらなる延伸により，自転車利用

のさらなる安全性の向上を図ります。 

 

(3) 自転車走行空間の検討手順 

自転車走行空間の検討手順を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後期計画の基本方針 

自転車ネットワーク路線の選定 

整備形態の検討 

優先整備路線の選定 

自転車走行空間の整備 

１）交通状況を踏まえた整備形態の選定 

２）整備の可能性の検討 

３）整備可能な当面の整備形態の検討 

４）代替路の検討 

施策事業や関係機関との調整 

整備優先度の高い路線の検討 

柔軟に対応 
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(4) 後期計画自転車ネットワーク路線の選定基準 

現行の自転車ネットワーク路線の選定基準 

①駅や高校周辺などの自転車交通量，交通事故の多い路線 

②幹線自転車ネットワークとなる路線 

③主要施設間を結ぶ経路となる主な路線 

④都市計画道路などの今後の道路整備計画 

 

新たな自転車ネットワーク路線の選定基準 

（ア～カ：国のガイドライン，キ～ケ：栃木県版ガイドラインの追加項目）

ア．地域内における自転車利用の主要路線としての役割を担う，公共交通

施設，学校，地域の核となる商業施設及びスポーツ関連施設等の大規

模集客施設，主な居住地区等を結ぶ路線 

イ．自転車と歩行者の錯綜や自転車関連の事故が多い路線の安全性を向上

させるため，自転車通行空間を確保する路線 

ウ．地域の課題やニーズに応じて自転車の利用を促進する路線 

エ．自転車の利用増加が見込める，沿道で新たに施設立地が予定されてい

る路線 

オ．既に自転車の通行空間（自転車道，自転車専用通行帯，自転車専用道

路）が整備されている路線 

カ．その他自転車ネットワークの連続性を確保するために必要な路線 

キ．通勤，通学流動を踏まえて自転車利用が見込まれる路線 

ク．郊外の拠点施設（主要駅，主要工業団地，大規模商業店舗，観光施設

等）をつなぐ路線 

ケ．サイクリングロードに位置付けられている路線 

 

上記を踏まえた本市の選定基準 

① 自転車交通量が多い主要路線又は，公共施設や学校施設などを結ぶ主要路線となる路線 

② 自転車事故が多い路線（事故件数４件以上）又は，自動車・歩行者と自転車が錯綜している路

線 

③ ・LRT停留場付近（鬼怒通り）に接続する路線又は，鬼怒通りの代替・分散路線となる路線。

・地域拠点につながる路線 

④ 総合スポーツゾーンエリアに接続する路線のうち，自転車の利用増加が見込まれる路線 

⑤ ・自転車走行空間を整備している路線のうち，部分的な未整備区間のある路線 

・自転車専用通行帯の規制がかかっている路線のうち，カラー化の必要がある路線 

⑥ 連続性を確保するために必要な路線のうち，自転車利用が多く見込める路線 

⑦ ・通学交通量の多い路線（中学・高校・大学周辺） 

・通勤の自転車利用を促進する路線（工業団地周辺や商業地周辺の路線） 

⑧ 郊外の拠点施設を結ぶ路線（主要駅，主要工業団地，大規模商業店舗，観光施設等） 

⑨ サイクリングロードに位置付けられている路線 
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(5) 後期計画自転車ネットワーク路線の追加 

後期計画自転車ネットワークの選定基準に基づいて設定した，新たな自転車ネットワーク

路線は以下の通りです。（    ：追加設定した自転車ネットワーク路線） 

表 新たな自転車ネットワーク路線一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線名 路線名

1 鬼怒通り 43 清住町通り

2 鬼怒通り 44 今泉３号線（東図書館前バス通り）

1 塙田平出線 1 県庁西通り

2 県庁前通り 2 県庁西通り

3 白楊高前通り 1 富士見通り

1 国道４号バイパス 2 富士見通り

2 国道４号バイパス 1 西原通り

3 国道４号バイパス 2 宮の原通り

1 競輪場通り 48 昭和通り

2 競輪場通り 49 文化会館西側の道路

3 競輪場通り 50 西原小学校北側

5 奥州街道 51 宇都宮城址公園周辺

6 白沢街道 52 ふれあい通り

1 上河原通り 53 (県)雀宮停車場線

2 上河原通り 54 宇都宮工業高校北側

8 白楊高北側 55 水戸街道

9 宇都宮東消防署南側 56 真岡街道

1 宇都宮駅東公園の西側通り 57 上三川街道

2 宇都宮駅東公園の西側通り 1 宮の原球場通り

11 市立東図書館東側遊歩道 2 宮の原球場通り

12 今泉中央公園北側遊歩道 3 緑が丘通り

13 田原街道（宇商通り・東通り・今小路通り） 59 田原街道

14 栃木街道 60 市道1380号線

1 作新前通り 1 宇大南通り

2 作新前通り 2 久部街道

1 護国通り 1 文化会館北側の道路

2 護国通り 2 文化会館北側の道路

17 大通り 63 日光街道

18 鹿沼街道 64 大谷街道

19 平成通り 65 白沢街道

20 なかよし通り 66 国道２９３号

21 羽生田街道 67 国道１２１号

1 材木町通り・蓬菜大黒通り 68 田原街道

2 材木町通り・蓬菜大黒通り 69 県道小林逆面線

3 不動前通り 70 田川サイクリングロード

1 東京街道 71 山田川サイクリングロード

2 東京街道 72 鬼怒川サイクリングロード

24 旭陵通り・川向銀座通り 73 陽南通り

1 シンボルロード 1 鶴田宝木線

2 シンボルロード 2 鶴田宝木線

1 今泉小学校東の南北通り 76 宇都宮白楊高校東側

2 今泉小学校東の南北通り 77 南宇都宮駅北西路線

3 今泉小学校東の南北通り 78 がんセンター東側

1 南大通り・いちょう通り 79 若松原南北線

2 南大通り・いちょう通り 80 泉が丘通り

28 スカイブリッジ 1 柳田街道

1 駅東の南北遊歩道 2 柳田街道

2 駅東の南北遊歩道 1 宇大工学部西側

30 駅東の東西遊歩道 2 ベルモール東側

31 赤門通り 3 ベルモール北側

32 旧鹿沼街道 83 松原通り

1 ﾕﾆｵﾝ通りの西延伸通り 84 星が丘通り

2 ﾕﾆｵﾝ通り 85 大曽通り

3 ｵﾘｵﾝ通り 86 和尚塚通り

34 日野町通り 87 市役所前通り

1 陽西通り 88 もみじ通り

2 陽西通り 89 東雲通り

36 石町通り・八日市場通り 90 旭中学校東側道路

37 JR高架下に繋がる路線 91 旭中学校南側道路

38 宮島町通り 92 岡本駅前通り

39 バンバ通り・御橋通り・本丸通り 93 大町通り

40 大錦橋通り 94 姿川サイクリングロード

41 南宇都宮駅前通り 95 田川サイクリングロード北部

1 文星女子高通り 96 鬼怒川サイクリングロード周回ルート北部

2 文星女子高通り 97 鬼怒川サイクリングロード周回ルート南部

35

42

26

74

27

29

81

82

33

25

16

61

62

22

23

15

4

47

7

10

58

3

No. No.

1

2
45

46
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後期計画自転車ネットワーク路線（都心部） 
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(6) 優先整備路線の選定 

後期計画自転車ネットワークに設定した路線の中から，以下の基準により優先整備路線を

選定しました。 

① 選定基準 

Ａ 交通量 駅，学校周辺などを結ぶ自転車利用の主要路線 

自転車交通量が多く，整備の優先度が高い市街地の路線 

 ⇒陽西通り，護国通り 等 

Ｂ 事故件数 自転車の事故件数が多い路線 

 ⇒競輪場通り，東雲通り 等 

Ｃ 連続性 整備済み路線との連続性を確保するために必要な路線 

 ⇒白楊高の北側道路，泉が丘通り 等 

Ｄ 施策連携 ＬＲＴの主要な停留場につながる路線や総合スポーツゾーン

周辺など，各施設を結ぶ主要な路線 

 ⇒宇大工学部の西側道路，緑が丘通り 等 

 

② 選定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線名
Ａ
交通量

Ｂ
事故件数

Ｃ
連続性

Ｄ
施策連携

路線名
Ａ
交通量

Ｂ
事故件数

Ｃ
連続性

Ｄ
施策連携

4 1 競輪場通り ○ ○ 1 文化会館北側の道路 ○ ○

5 奥州街道 ○ ○ 2 文化会館北側の道路 ○ ○

8 白楊高北側 ○ ○ 74 1 鶴田宝木線 ○ ○

9 宇都宮東消防署南側 ○ ○ 76 宇都宮白楊高校東側 ○ ○

10 1 宇都宮駅東公園の西側通り ○ ○ ○ 77 南宇都宮駅北西路線 ○ ○

15 2 作新前通り ○ ○ 78 がんセンター東側 ○ ○

1 護国通り ○ ○ 79 若松原南北線 ○ ○

2 護国通り ○ ○ ○ 80 泉が丘通り ○ ○ ○ ○

1 材木町通り・蓬菜大黒通り ○ ○ ○ 1 柳田街道 ○ ○ ○

2 材木町通り・蓬菜大黒通り ○ ○ ○ 2 柳田街道 ○ ○ ○

1 今泉小学校東の南北通り ○ ○ ○ ○ 1 宇大工学部西側 ○ ○ ○

3 今泉小学校東の南北通り ○ ○ ○ ○ 2 ベルモール東側 ○ ○ ○

2 ﾕﾆｵﾝ通り ○ ○ 3 ベルモール北側 ○ ○ ○

3 ｵﾘｵﾝ通り ○ ○ ○ 83 松原通り ○ ○

34 日野町通り ○ ○ ○ 84 星が丘通り ○ ○

1 陽西通り ○ ○ ○ 86 和尚塚通り ○ ○

2 陽西通り ○ ○ ○ 87 市役所前通り ○ ○

40 大錦橋通り ○ ○ 88 もみじ通り ○ ○

42 2 文星女子高通り ○ ○ 89 東雲通り ○ ○ ○

44 今泉３号線 ○ ○ 90 旭中学校東側道路 ○ ○

45 1 県庁西通り ○ ○ 91 旭中学校南側道路 ○ ○

48 昭和通り ○ ○ 93 大町通り ○ ○

49 文化会館西側の道路 ○ ○

1 宮の原球場通り ○ ○ ○

3 緑が丘通り ○ ○ ○

22

58

No. No.

62

16

26

81

33

82

35

　※No.はP60の自転車ネットワーク路線と同じNo.を示す。
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優先整備路線（都心部） 
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(7) 自転車走行空間整備形態の検討 

① 検討の流れ 

栃木県版ガイドラインを踏まえ設定した，以下の自転車ネットワーク路線における「自

転車走行空間の整備形態の選定の考え方」に基づき，検討を行うものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 自転車走行空間の整備形態の選定の考え方 

 

 

 

自転車と自動車の分離 

Ａ 
自動車の速度が 

高い道路 

Ｂ 

Ａ，Ｃ以外の道路 

構造的な分離 視覚的な分離 混  在 

目  安 

Ｃ 
自動車の速度が低く， 

自動車の交通量が少ない道路 

速度が50km/h超 Ａ，Ｃ以外の道路 
速度が40km/h以下，かつ 

自動車交通量が4000台以下 

整備形態 

 

・規制速度の抑制を行い， 

自転車専用通行帯，車道 

に変更することも検討 

自動車と自転車を 

車道で混在 

当面の整備形態 

計画的に本来の 

整備形態で再整備 

自転車と自動車を車道で混在 

路肩のカラー化，車道左側部の車線内に帯状の路面表示やピクトグラムの設置 等 

併行して

道路空間の再配分や 

道路拡幅が困難な場合 

既設の自転車歩行者道を活用〔歩道は歩行者優先の原則を踏まえて，注意喚起を徹底。〕 

○代替路の選定 

○交通状況を踏まえた 

整備形態の選定 

○道路空間の再配分や 

 道路拡幅の可能性の検討 

○整備可能な 

当面の整備形態の検討 

自転車専用通行帯 

～～～～～～～～～～～～～～～～ ～ 

自転車道 自転車専用通行帯 

自転車と自動車を 

車道で混在 

必要に応じて，路肩のカラー化，車
道左側部の車線内に帯状の路面標示
やピクトグラムの設置 等 
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② 宇都宮市における標準的な整備形態 

 整備形態 施工方法 整備事例 

Ａ 自転車道 

自転車走行空間と 

自動車走行区間を 

構造的に分離 

（栃木県 大谷街道 ※整備中）

Ｂ 
自転車専用 

通行帯 

自転車走行空間を 

視覚的に分離 

（宇都宮市 旧鹿沼街道）

Ｃ 車道混在 
車道混在 

（矢羽根の設置） 

（宇都宮市 南宇都宮駅前通り）

 

(8) より効果的な自転車走行空間の展開に向けて 

自転車ネットワークに定めた路線については，今後，より効果的な整備の展開を図るため

に，整備の優先度が高い路線「優先整備路線」における整備順序の設定や整備手法の検討等

を行っていきます。また，今後も引き続き，国県道との連携も行っていきます。 

なお，今回定めた自転車ネットワークについては，本市の施策事業や関係機関との調整な

どを踏まえて柔軟に対応することとします。 



 

68 

 

7.2 交通安全教室の充実 

(1) 事業概要 

自転車利用者が「車両」としての交通ルールやマナーを十分に理解できるよう，子ども

から高齢者まで，各世代に応じた交通安全教室の充実に取り組みます。 

 

(2) 具体的な取組の展開イメージ 

①小学生に対する交通安全教室 

小学４年生を対象に交通ルールや安全な乗

り方の習得を目的とした講習や実技試験等を

行う子ども自転車免許事業を実施するととも

に，免許取得後も継続して交通ルールを学ぶ

機会を提供し，交通ルールの定着を図りま

す。 

 

②中学・高校生に対する交通安全教室 

スタントマンにより事故を再現し，恐怖を

実感することで 交通ルールを遵守すること

の大切さを体感させるスケアードストレイト

方式の交通安全教室を実施します。 

 

 

 

 

③成人・高齢者に対する交通安全教室 

警察と連携した自転車教室や自転車シミュ

レーターを活用した自転車教室を実施します。 

 

 

 

(3) 事業推進 

《スケジュール》 

 

 

 

 

 

 

 Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ 

①      

②      

③      

写真 子ども運転免許証 

写真 スケアードストレイト方式交通安全教室 

写真 シミュレーターを活用した自転車教室

実施 

実施 

実施 
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7.3 中心市街地における良好な通行空間の確保と駐輪環境の充実 

(1) 事業概要 

市営駐輪場の利用促進や放置自転車対策の強化に取り組み，良好な通行空間を確保する

とともに，歩道上の空きスペースなどを活用した駐輪場の確保や，地元商店街などと連携

を図りながら駐輪場の設置について検討するなど，駐輪環境の充実に取り組みます。 

(2) 具体的な取組の展開イメージ 

①市営駐輪場の利用促進 

市営駐輪場が適切に利用されるよう周知啓発や案内誘導を実施します。 

②放置自転車の撤去の強化 

放置自転車の即時撤去の実施など放置自転車対策を強化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③市主体による駐輪スポットの確保 

市民ニーズや通行実態などを踏まえ，歩道上の空きスペースなどの活用し，駐輪

場の整備に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《歩道上の駐輪スポットの整備イメージ》 

駐輪スペース 

道路空間 

植樹帯

柵

植樹帯

写真 違法駐輪の撤去状況 写真 駐輪場への案内誘導の状況 
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④商店街や民間企業などの整備に対する支援 

商店街や民間企業などが駐輪場を整備する際の支援制度の見直しなど，駐輪環境

の充実に取り組みます。 

表 （参考）駐輪場整備のための補助金制度の例 

 補助対象要件 金額 

東京都 

目黒区 

  駅から約200ｍ以内 

  収容台数50台以上 

  継続して3年以上運営 

  駐車場建設費、駐車器具整備費の3分の1以内 

  上限額は平置式500万円、立体式1,000万円 

京都市   駅またはバス停留所から約250ｍ以内 

  収容台数10台以上 

  継続して5年以上運営 

  土地取得費を除く、建設費及び駐車器具整備費が

対象 

  補助額は「建設費及び駐車器具整備費の合計額」

又は「自転車 1 台当たりの整備費の基準単価に収

容台数を乗じて得た額」のいずれか低い額の2／3

  限度額は400万円 

 

⑤民間施設などに対する駐輪場の附置義務の見直し 

民間施設などの駐輪場の附置義務に対する設置台数の増や対象施設の拡大の検討など

の見直しに取り組みます。 

表 （参考）駐輪場付置義務対象施設と必要台数の例 

 

(3) 事業推進 

《スケジュール》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治体 遊技場 小売店舗 飲食店 学習施設 病院 金融機関 映画館 

宇都宮市 15 ㎡毎に1台 20 ㎡毎に1台 － － － 25 ㎡毎に1台 － 

東京都墨田区 10 ㎡毎に1台 20 ㎡毎に1台 20 ㎡毎に1台 15 ㎡毎に1台 15 ㎡毎に1台 25 ㎡毎に1台 － 

京都市 15 ㎡毎に1台 20 ㎡毎に1台 20 ㎡毎に1台 20 ㎡毎に1台 25 ㎡毎に1台 25 ㎡毎に1台 30 ㎡毎に1台

 Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ 

①      

②      

③      

④      

⑤      実施 

実施 

実施 

実施 

実施 

検討 

検討 

検討 
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7.4 ジャパンカップサイクルロードレースの開催及び周辺環境の向上 

(1) 事業概要 

ジャパンカップサイクルロードレースをさらに拡充させるとともに，世界規模の大会

の誘致に取り組むなど「自転車のまち宇都宮」のブランド力の一層の向上を図ります。

また，ジャパンカップコースを活用し，来訪者へのサービスの充実に取り組み，広域か

らの恒常的な誘客を促進します。 

 

(2) 具体的な取組の展開イメージ 

①ジャパンカップサイクルロードレースの充実 

ジャパンカップサイクルロードレースをさらに充実させるとともに，世界規模の大

会の誘致に取り組むなど，「自転車のまち宇都宮」のブランド力の一層の向上を図り

ます。 

②ジャパンカップコースを活用した誘客促進 

ＪＲ宇都宮からジャパンカップコースを結ぶルートに案内誘導のサイン表示や路面標

示の設置などを検討するなど，来訪者へのサービスの充実に取り組み，ジャパンカップ

を通じて誘客を促進します。 

③ジャパンカップコース周辺における拠点整備 

森林公園の周辺の現状分析やサイクリストを誘客する上での課題等を抽出するととも

に，必要な機能や規模などを精査し，ジャパンカップコース周辺における自転車の利用

活用を促進できる拠点整備に向けて取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 事業推進 

《スケジュール》 

 

 

 

 

 Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ 

①      

②      

③      

図 ルート案内路面標示イメージ

実施 

実施 検討 

実施 

写真 ジャパンカップサイクルロードレース 
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7.5 宮サイクルステーションの充実 

 

(1) 事業概要 

本市における自転車利用の拠点施設として，スポーツバイクのレンタルやスポーツ

バイクセミナーなどこれまで実施してきたサービスを継続するとともに，利用者ニー

ズを踏まえてさらなるサービスの充実などに取り組み，自転車のまちのシンボルとし

て広く市内外にＰＲします。 

サービスの充実と合わせて，将来的な施設規模・機能の拡充などの必要性について

新たに検討します。 

 

(2) 具体的な取組の展開イメージ 

①宮サイクルステーションの充実 

サイクリストや市民ニーズを踏まえたメンテナンスサービスなどさらなるサービスの

充実に取り組みます。 

 

＜宮サイクルステーションの実施状況＞ 

【施設設備】 

休憩スペース，自転車の修繕スペース，更衣室，シャワー，ロッカー，トイレなど 

【実施内容】 

・スポーツバイクの貸出 

・スポーツバイクセミナーの実施 

→スポーツバイクのメンテナンスの方法やサイクリングでの走行方法を指導 

・自転車や観光情報の提供 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 宮サイクルステーション 
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②施設拡充の検討 

ＪＲ宇都宮駅西口周辺地区整備基本構想などとの整合を図り，機能や施設の拡充を検

討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 パンク修理講座          写真 宮サイセミナーの開催 

 

(3) 事業推進 

《スケジュール》 

 

 

 

 

 

 

 Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ 

①      

②      実施検討

実施 
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7.6 自転車のまちのＰＲ 

 

(1) 事業概要 

市民一人ひとりが自転車のまちづくりに対する愛着や誇りを持って自転車を利用でき

るよう，「自転車の日」などを設定し，市民意識の醸成を図るなど，自転車のまち宇都宮の

ＰＲに取り組みます。 

 

(2) 具体的な取組の展開イメージ 

①自転車の日の設定 

市民一人ひとりが自転車のまちづくりに対する愛着や誇りを持って自転車を利用でき

るよう自転車の日を設定し，市民意識の醸成を図るとともに，自転車のまちのブランド

力を高めるため，シティプロモーションとして「自転車のまち宇都宮」を市内外に広く

ＰＲし，発展につながる取り組みを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 事業推進 

《スケジュール》 

 

 

 

 

 Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ 

①      

図 （参考）自転車の日の事例（愛媛県） 

愛媛県内全市町村で毎年「愛媛サイクリングの日」を制定し，県全域でサイクリングイベントを開催 

実施 検討 
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7.7 自転車通勤の促進 

 

(1) 事業概要 

自転車通勤の促進に向けて，民間企業に対する「モビリティ・マネジメント」（※）

を継続し，自転車利用による環境や健康に対する効果などについて情報提供を行うと

ともに，自転車通勤の効果を体感できる「モニター事業」に取り組み，自動車通勤から

自転車通勤への転換を促進し，環境負荷の低減や健康増進を図ります。 

※過度に自動車に頼る状態から，公共交通や自転車などを適切に利用する方向へと自発的な転換を促す取組 

 

(2) 具体的な取組の展開イメージ 

①モビリティ・マネジメントの実施 

企業を対象にしたモビリティ・マネジメントの実施にあたり，自転車利用におけるメ

リットについてもあわせて周知啓発し，自転車通勤を促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 自転車利用に関する案内チラシ 

自転車利用による環境や健康に関するメリット， 
安全運転に関する情報 
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②自転車モニター事業の実施 

自転車は「健康や環境に良い乗り物」として認知されており，前期計画における施行

的モニター事業の実施結果からも実証されています。 

このことから，企業を対象に，自転車通勤のメリットを体験するモニター事業に取り

組み，健康増進や環境負荷低減の効果などを踏まえ，自転車通勤を促進します。 

 

＜試行的モニター事業の実施結果＞ 

市民や企業を対象としたモニター事業の実施に向けて，試行的に市職員を対象に自動

車通勤から自転車通勤に切り替えるモニター事業を実施しました。 

【実施概要】 

・期 間：平成２６年１２月１５日～平成２７年２月２０日（期間中の週３日以上実施） 

・参加者：市職員４名 

・使用した自転車：宮サイクルステーションのクロスバイク 

 

【実施結果】 

２ヶ月間の短期間であるものの，参加者４名の体重・体脂肪率等の健康面において改

善効果が確認されました。 

 

表 自転車モニター事業参加者数・実施効果（実績値） 

参加人数 4人

実施効果 

健康指数 

（平均値） 

体重 －2.1kg

体脂肪率 －1.6％

腹囲 －4.0㎝

中性脂肪 －6.5mg/dL

CO2削減量（参加者合計値） 154kg

 

 

(3) 事業推進 

《目標》 

①自転車モニター事業に関する目標 

平成２８年度において事業の具体的な手法等を協議する中で，数値目標を設定します。 

《スケジュール》 

 

 

 

 

 

 

 Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ 

①      

②      

実施

実施検討
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7.8 交通結節点における自転車利用の促進 

 

(1) 事業概要 

トランジットセンターなどの主要なＬＲＴ停留場付近に駐輪場を新設するとともに，バ

ス停付近への駐輪場整備や，鉄道駅付近への駐輪場の拡充整備に取り組むなど，公共交通

と自転車のつながりを強化することで，自転車利用を促進します。 

 

(2) 具体的な取組の展開イメージ 

①ＬＲＴ停留場付近への整備 

ＬＲＴの整備とあわせて，トランジットセンターなど主要なＬＲＴ停留場付近に駐輪

場を新設するとともに，将来的にＬＲＴへのオフピーク時における自転車積載の可能性

について検討するなど，公共交通と自転車のつながりを強化します。 

②バス停付近への整備 

主要なバス停付近の市有地や民間施設などを活用しながら，駐輪場を整備します。 

③鉄道駅付近への整備 

利用状況や待機者数を踏まえるとともに，駅周辺地区の整備計画と整合を図りな

がら，将来の駐輪需要を見据え，拡充整備に取り組みます。 

④サイクルキャリアの普及促進 

タクシー業者と意見交換を行いながら，検討を進め，利用環境の向上につなげます。 

 

(3) 事業推進 

《目標》 

①ＬＲＴ停留場付近への整備に関する目標 

事業の具体化を進める中で目標値を設定します。 

②バス停付近の駐輪場の整備箇所数 

（累計）Ｈ２７：７箇所 ⇒ Ｈ３２：１３箇所 

《スケジュール》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ 

①      

②      

③      

④      検討 実施 

実施 

実施 

実施 

検討 

検討 
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図 交通結節点における自転車利用促進のイメージ 

（背景図：ＮＣＣ形成ビジョン【都市構造のイメージ】） 

写真 ＪＲ雀宮駅東口 

写真 サイクルキャリアを搭

載したタクシー車両イメージ 

郊外型駐輪スポット（瑞穂野団地バス停） 
駐輪場の設置事例（富山ライトレール）
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7.9 サイクリングロードの整備延伸 

 

(1) 事業概要 

「サイクリングロード整備基本計画」に基づき，田川・山田川などのサイクリングロー

ドの整備と併せて，新たに広域的に連続した快適な自転車走行空間を確保し，日常利用の

ほかレジャーなど多様な自転車利用を促進します。 

 

(2) サイクリングロード整備基本計画の概要 

① 基本的な考え方 

【目的】 

本計画は，長く，連続した快適な自転車利用環境を効果的，効率的に創出し，自転車

ネットワークの強化を図ることにより，自転車を活用したまちづくりをさらに推進する

ため，サイクリングロードの整備を計画的に進めるべく，整備の具体的な進め方を明ら

かにするものです。 

 

 

図 利用者属性毎のサイクリングロードの主な整備効果 
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【基本方針】 

基本方針 基本的な考え方 

＜方針１＞自転車ネットワークの強化 

良好な自転車の利用環境を創出するため，

自転車ネットワークの強化につながるサイク

リングロードの整備を推進 

・既存サイクリングロードに接続するなど連続性

のある空間を確保 

・安全で快適な自転車の利用環境を創出するため

の空間を確保 

＜方針２＞自転車の新たな魅力づくり 

観光施設やプロスポーツと連携しながら，自

転車の新たな魅力づくりにつながるサイクリング

ロードの整備を推進 

・サイクリングロードの起終点については，サイ

クリングの拠点に必要な休憩スペースや駐車場

等がある観光施設を設定するなど，既存の観光

資源を活用 

＜方針３＞既存ストックの有効活用 

田川，山田川，鬼怒川，姿川の一部区間に

整備されているサイクリングロードなどの既

存ストックを活用することにより，効果的，

効率的に安全で快適な自転車走行空間を確保

・早期の整備効果の発現を図るため，河川管理用

通路を有効活用するとともに，管理用通路が分

断されている場合などについても一般道や高水

敷などを活用 

 

【整備手法の考え方】 

舗装整備 

・河川管理用通路（天端幅３．０ｍ以上）が市道認定

されていない場合，道路法，道路交通法に基づき，

自転車の専用空間として舗装整備（自転車歩行者専

用道，自転車専用道） 

・既に舗装されている場合には，道路法，道路交通法

に基づき再舗装整備，またはサイン整備により自転

車の通行位置を明示 

・河川管理用通路を整備する場合で，河川水面への

転落の恐れがある区間には，転落防止柵を設置

（田川，山田川，姿川） 

 
サイン整備 

河川管理用通路が車道として活用されている場合や一般道を活用する場合は，矢羽根等の

サイン整備により，自転車の通行位置の明示や案内誘導，注意喚起を表示 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

山田川サイクリングロード案内図

車道横断危険！
横断歩道を渡ってください

宇都宮環状道路 

路面ステッカーのイメージ 迂回路の看板イメージ 

写真 田川サイクリングロード 
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② 整備計画 

【優先整備河川の選定】 

今後のサイクリングロード整

備について，早期の整備効果

の発現を図るため，整備の必

要性と実現性の観点から各区

間の評価を行い，整備の優先

度が高い区間を抽出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【整備の優先度】 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 事業推進にあたって 

整備着手した区間については引き続き整備を推進するとともに，河川管理者との協議等

を実施し，未着手区間について具体的な整備手法や整備主体などを検討します。 

各未整備区間の優先度を，以下のとおり

設定しました。 

 

○優先度１：①「田川・山田川連結区間」 

②「鬼怒川左岸区間」 

○優先度２：③「姿川新設区間」 

④「鬼怒川右岸北伸区間」 

⑤「山田川北伸区間」 

○優先度３：⑥「田川北伸区間」 

 

    整備優先度 1

    整備優先度 2

    整備優先度 3

① 

②

③

④

⑤

⑥


